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３. 久多宮の町
　  志古渕神社

1７. 葛川金山淵付近
　　 シコブチ平（神社跡）

10. 朽木平良
      思子淵神社

11. 朽木能家
      思子淵神社

13. 朽木雲洞谷犬丸
      シコブチ神社

12. 朽木雲洞谷家一
      志故淵神社 16. 安曇川中野

      思子淵神社15. 朽木宮前坊
      思子渕大明神

中
央
分水嶺

1. 大原百井 思子淵神社

2. 大原大見
　思子淵神社

４. 葛川坂下
 　 思子渕大明神

5. 葛川坊村
　志古淵神社

６. 葛川梅ノ木
  　志子渕神社

８. 葛川細川
     シコブチ神社

９. 朽木小川
     思子淵神社

18. 思子淵講

14. 朽木岩瀬
      志子淵神社

７. 葛川町居
  　思子渕神社

岩谷峠

地蔵峠

根来坂峠

木地山峠
池河内越

講

講

０ 1 2 3 4 5 km

平成28年度文化庁文化芸術振興費補助金
（文化遺産を活かした地域活性化事業）

安曇川流域文化遺産活用推進協議会、高島市文化遺産活用実行委員会

調査・企画・編集・発行 /　

2017 年 ３月１日 発行
安曇川リバーマップミニ

2016年「シコブチ信仰」は日本遺産に認定されました。
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　むかしむかし・・・朽木（くつき）村のいかだ師“し

こぶちさん”が山から伐り出した木を“いかだ”

に組んで息子と川を下っていると、“続が原の日ば

さみ”という所で岩の角に当たって立ち往生して

しまいました。

「これは困った…。」ふと気づくと、そこに乗って

いた息子の姿が見当たりません。川に眼をやると

一匹のカッパが息子を小脇に抱えて川底に引き入

れようとしているではありませんか。

「おまえはだれや！」「わしは人の生き血を吸うて

生きてるカッパの川太郎や。」 “しこぶちさん”は

息子を救おうと竿（さお）でカッパの川太郎をこ

らしめ、大事な頭の皿を割ってしまいます。「これ

からはもうしまへん。」カッパの川太郎はすごすご

と退散します。

　いったんはしおらしくあやまったカッパの川太

郎でしたが“しこぶちさん”が中野の赤かべとい

う所へ下ってきたとき、ふたたび川底から“いかだ”

を押さえて航行を邪魔します。

かんかんに怒った“しこぶちさん”はカッパの川

太郎を完膚なきまでに打ちのめします。

「堪忍（かんにん）してください。これからは菅笠（す

げがさ）にガマの脚半（きゃはん）をはいて辛夷（こ

ぶし）の竿を持っているいかだ師さんには手を出

しません。」

その誓いのしるしに持っていた杉の枝を逆さに突

きさしました。“しこぶちさん”は哀れに思って、

カッパの川太郎を許してやります。

その逆さに立てた杉の木から枝が出て安曇川町中

野の大きな「さかさ杉」になったそうです。

　“しこぶちさん”は「川のワルモノを退治してく

れる強い神さま」として、川沿いのお宮さんに祀

られるようになったということです。

「しこぶちさん」のむかしばなし

『読みがたり滋賀のむかし話』（滋賀県小学校教育研究会国語部編・日本標準発行）から要約

1 . 材木の伐採から搬出まで
　安曇川流域は奈良時代以前から、杣（そま）と呼ばれた材
木の産地として知られ、河川や琵琶湖の水運を利用して奈良
や京の都ヘ建築用材を供給してきました。最も長く続けられ
た運搬手段としてはイカダによる流送です。
　立木の伐採はスギでは 50 ～ 60 年生、ヒノキでは 80 年生
くらいのものが標準とされ、土用の頃に行われました。斧と
ノコギリを用いて切り倒した原木は、４～５ m の長さに玉切
りして集積され、秋まで山中で乾燥させた後、ソリに乗せて
キンマ（木馬）道という桟道や雪を利用して引き出したり、
谷川を堰き止めて発生させた鉄砲水を利用して、本流の川岸
まで搬出しました。
　戦後、材木の搬出方法は大きく変化し、伐採現場から張ら
れた鉄製ワイヤーにロープウェーのように材木を吊り下げて
道路際まで搬出（架線による搬出）し、トラツクに積み込む
などの改良が行われました。また、昭和 40 年頃には斧とノ
コギリに代わってチェンソーが使われるなど機械化が進みま
した。しかし皮肉なことに、その頃から安価な外国産の材木
が大量に輸入されるようになると、国産材の価格も暴落し、
安曇川流域の林業は基幹産業の座を下りることになりました。

2. イカダの組立てと流送
　大川と谷川の合流点付近には、ドバやオオドとよばれる作
業場が設けられ、そこでイカダに組立てられました。イカダ
の基本構造は、材木を 2.5m ほどの幅に横並びにして、マン
サクの木で作った縄（ネソ）で結束したものを 1 連といい、
上流域では 5 ～ 6 連、中流域からは 8 ～ 10 連を縦に連結し
ました。
　イカダには筏乗り（筏師）が通常３人ほど乗り込んで、カ
ジ棒（ネジキ）とコブシの木で作った棹を用いて巧みに操作
しました。筏乗りは危険をともなう仕事であったため、報酬
は一般の山仕事の３倍になったといわれ、昭和前期の山間地
においてはあこがれの職業の一つでした。
　筏乗りたちは難所を乗りきるために色々な工夫をしました。
イカダの航行をスムーズにするために、川の浚渫や岩石の除
去をして流路を確保したり、刻々と変化する川の状態を情報
交換するのに便利なように、瀬・淵・岩に名前をつけました。
現在、記録されているものだけで約 200 ヶ所の名前がありま
すが、かつてはこの数倍もあったといわれます。

3. イカダ流しの終幕
　1200 年間の長きにわたり行われてきたイカダ流しも、昭
和 10 年代後半頃から衰退期を迎えます。水力発電用ダムの
建設、道路整備にともなうトラック輸送や鉄道敷設による貨
物輸送の発達は、イカダ流しの著しい衰退を招きましたが、
これに拍車をかけたのが日中戦争と太平洋戦争です。多くの
若者が軍隊に応召されたために、筏の乗り手がいなくなると
ともに流路が荒廃してイカダの航行に支障をきたしました。
そして、戦後間もない昭和 23 年（1948）、安曇川水系にお
けるイカダ流しは廃絶しました。

 鉄砲堰跡（生杉） 鉄砲堰跡（生杉）

 水源地標柱（生杉） 水源地標柱（生杉） ブナの原生林（生杉）ブナの原生林（生杉）

安曇川流域の
昭和期の林業とイカダ（筏）流し
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生杉 鉄砲堰跡
（おいすぎ  てっぽうぜきあと）
生杉 鉄砲堰跡
（おいすぎ  てっぽうぜきあと）

九津
（ここのつ）
九津

（ここのつ）

琵琶湖・淀川の水源地琵琶湖・淀川の水源地

鉄砲堰（てっぽうぜき）の跡と
思われる石積みが残っています。
鉄砲堰は熊の谷川と「県立自然
公園・ブナ原生林」を流れる谷
川の合流点「九津（ここのつ）」
の下手 110m に設置されていま
した。石積みの上部に材木を組
んで堰を造り、満水時に水門を
開けて発生した鉄砲水で筏を流
下させました。
ここは、琵琶湖・淀川の水源地
であり、ブナの原生林には水源
地の標柱が建てられています。

荒川の水力発電所が建設される
際、取水のための高岩堰堤（ダム）
には筏専用の流筏路が設置され
ました。主流の側から発電用水
を導入するトンネルが 1.1km に
わたって開さくされ、この中を
通った筏は発電所横に設けられ
た「筏落し」というスロープに
なった流筏路を流下します。流
筏路の入口付近の底部には上下
する水門とローラーがついた「ソ
ロバン落し」と称する装置が設
けられました。
 「ソロバン落し」の水門は筏が
接近してくると水門が下がり、
ローラー上を筏が通過して流筏
路に入るようにする装置で、筏
の通過をスムースにする工夫で
した。これによって大正 10 年
（1921 年）に荒川発電所が稼働
し、筏は朽木渓谷の難所を通ら
なくてもよいこととなりました。

天候によるが、秋の早朝に見
事な雲海が見えるスポット。
写真撮影に来られる方多数。

食事・宿泊可能な山小屋
要予約 0740-38-5120

地産品の加工施設。
へしこや蒟蒻、山菜
などを加工・販売。

近畿三十六不動尊二十七番札所。
7月に太鼓廻しの行事があります。

大きな茅葺民家を
再生した交流施設。
登録文化財。

河原に降りると、
筏師の歩いた道を
見ることができます。

この道には、名物で
ある鯖寿司のお店
が点在しています。

神社の裏に
マンガン鉱跡あり。

毎夏 8/14 の夜、古屋で
行われる伝統行事。
近年、途絶えていたが
若者が継承を目指す。

小入谷の雲海
（おにゅうだにのうんかい）

大宮神社

山菜じゅうべえ

朽木渓流魚センター

村井フィッシング
センター

キッチン四季
（洋食）

永昌庵（そば）

古屋 六斎念仏踊り
（ふるやろくさいねんぶつおどり）

朽木池の沢庭園

葛川息障明王院
（かつらかわそくしょうみょうおういん）
葛川息障明王院
（かつらかわそくしょうみょうおういん）

湧出館遺跡
（わきでやかたいせき）

源流の駅 山帰来
（ さんきらい） 針畑ルネッサンスセンター

京と若狭を結ぶ鯖街道
の中でも、最古・最短
と言われるルート

針畑越え
（はりはたごえ）

赤壁？と御霊岩
（あかかべ？とごりょういわ）

おっきん椋川交流館

信長の隠れ岩
西山城遺跡

「ソロバン落し」の水門

「しこぶちさんのむかしばなし」
に登場する「中野の赤壁」と思
われる場所です。この辺りの川
岸の岩は赤っぽい色をしており、
まさに「赤壁」です。江戸時代
には「赤岩運上所」があった場
所とも考えられています。
また、この赤壁の少し上流の長
尾には「御霊石」という岩場が
あります。この岩の上にはかつ
て御魂神社が鎮座していました
が、現在は安曇川が見える山の
斜面に祀られています。

赤壁（中野）

朽木渓谷（荒川）

赤壁（中野）

御魂神社（長尾）御魂神社（長尾） 朽木渓谷（荒川）

「ソロバン落し」の水門（荒川）「ソロバン落し」の水門（荒川）

［国指定名勝］
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朽木公民館

やまびこ館
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（まるはちひゃっかてん）

和
（なごみ）
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特別養護
老人ホーム 
やまゆりの里

朽木
郵便局

ローソン

文

朽木東小文

文

至大津市へ

至安曇川町へ至今津町へ
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367

367

高島市森林組合

山神橋

多宝塔

天祥山 龍雲寺

天満山 桃源院

邇々杵神社
（ににぎじんじゃ）

朽木氏岩神館遺跡
（くつきし いわがみやかたいせき）

天満宮

抜塚（ぬきづか）

坊殿少将屋敷跡
（ぼうどのしょうしょう

やしきあと）

焼肉宝亭｜宝牧場

朽木の森の発酵カフェ｜ ロータスリーフ

２F：お食事処 さと
1F：朽木観光案内所

本殿の背後にある境内社の
一つが思子淵神社です。
本殿・河内社・多宝塔の３
棟は滋賀県有形文化財（建
造物）に指定されています。

明護隧道
（みょうごずいどう）

山神橋
（さんじんばし）

明治40年～大正3年（中
断あり）に工事された、
地子原と市場を結ぶ 750
ｍのトンネル。農地用水、
また明治 23・24 年に発
生した大火もあって防火
用水確保の一大事業とし
て取り組まれました。

明治時代には木製の橋が架かっ
ていました。山神社の前の道に
続く橋として、現在は赤い擬宝
珠の欄干が付けられています。

山神社
（さんじんじゃ）

祭神は大山祇神で、市場・
野尻・上野の村社として
崇敬を集めています。

旧郵便客局

蛭子神社

朽
木
宿
の
ま
ち
並
み

昭和 13 年（1938）
建築、ヴォーリズ
設計と伝えられて
います。木造２階
建で１階がタイル
張りの局舎です。

江戸時代、全国に名を
知らしめた朽木の特
産品で漆絵盆の「朽木
盆」を収集し展示。

道を直角 に折り曲げるよ
うに造ることで、見通しを
悪くし、敵の侵入を防いだ
といわれています。

昭和 8 年ごろに建
てられ、１階では
雑貨、本、下駄など、
２階では呉服が売
られていました。
当初は２階建てで
したが、後に３階
部分が増築されま
した。国の有形登
録文化財。現在は
休憩所、喫茶店と
なっていて、予約
をすれば手作りの
郷土料理も味わえ
ます。

定休：火曜日、年末年始
道の駅では朽木の物産品・
野菜などお買い物が楽しめ
ます。日曜朝市には新鮮野
菜、焼立てパン、栃餅、鯖
寿司、お惣菜などのお店が
出店されて賑わいます。

営業日：土・日・祝（冬季休業あり）
美味しくて健康的な発酵メニューで身も心も健やかに！

定休日 :水曜日
営業：11:00-14:00、17:00-21:30
宝牧場で手塩にかけて育てられ
た近江牛・宝牛・ミルク豚など
を味わえる焼肉レストラン。精肉
販売コーナーもあります。

名物は天狗の露天風呂！天狗の口の中で温まれ
ます。屋内の温泉とプール、レストラン、喫茶、バ
ンガロー、オートキャンプ、多目的グラウンド、
体育館など、充実の設備が集まっています。
TEL:0740-38-2770　冬季は休業する施設もあり

15. 朽木宮前坊
      思子渕大明神
15. 朽木宮前坊
      思子渕大明神

14. 朽木岩瀬
      志子淵神社
14. 朽木岩瀬
      志子淵神社

足利庭園とも呼ばれ、安曇川の
清流、その背後の蛇谷ヶ峰を借
景とした池泉鑑賞式の庭園。

享禄元年（1528 年）、12 代
将軍足利義晴が京都の兵乱を
避け、院政した際に造られた
のが岩神館とされています。

旧秀隣寺庭園 ［国指定名勝］
（きゅうしゅうりんじていえん）

関ヶ原の戦い以後、徳川幕府の譜代大名格の待
遇を受けた朽木氏が領地内に設けた館舎。当時
は9万3000平方メートルの敷地に本丸・二の丸・
三の丸をはじめ、御殿・侍所・剣術道場・馬場・
倉庫など戦陣拠点としての諸施設が建っていた
といわれています。明治維新とともにすべての
建物が取り壊され、現在は、堀・土居・石垣の
一部と 2ヵ所の井戸が残っています。

朽木陣屋跡 ［県指定史跡］
（くつきじんやあと）

ここから、朽木市場の
集落が一望できます。

朽木の杉の木
で建てられた
木造体育館

地元スーパー
自家製のお惣菜が豊富！

地元スーパー
焼き鯖寿司が人気！

定休日：木曜日
日替わり定食、丼、鯖ずし、川魚料理など味わえます。

定休日：月、火曜日
アットホームなラーメン屋さん。お店自慢の一品は焼き鳥！

境内に、昔、若者が
力だめしをする時
に使った力石が残
されています。

道の駅 くつき新本陣
【日・祝】日曜朝市

グリーンパーク想い出の森

体育館

安曇川

カネハチ

フードストア・ダイキン

鯖寿司 みうら
脂ののった鯖、
地元米で丹精込め
て作られた鯖寿司

蕎麦工房 楽
営業日：日・祝

総合衣料
オカモト

２F：味工房 くろべえ

1F：朽木ラーメン へ乃河童

朽木盆資料館

かぎまがり

市場の水道システム。
各家庭に生活用水を
送水する分水塔。集落
内に７か所あります。

立樋（たつどい）

山荘くつき

くつき温泉 てんくう

朽木里山レストラン 天空

グランドゴルフ

バーベキューハウス多目的グラウンド

朽木資料館

朽木旭屋

１. 大原百井 思子淵神社

　この神社にはこの地域の開拓者である３人姉
妹の長女が祀られているといわれている。その
妹は大原大見の思子淵神社に祀られているらし
い。境内は山の斜面にあり、山ノ神など４社が
合祀され、それぞれの社が置かれている。

大原百井 思子淵神社

２. 大原大見 思子淵神社

　神社は大見川の源流付近に立地している。境
内は参道と本殿の間を大見川が貫流する、特徴
的な構造をしている。この地域の開拓者である
３人姉妹の妹が祀られているといわれている。
平成 24 年（2013 年）９月に台風 18 号により
倒壊。無居住集落だったが元村民を中心に再建
が進められている。

大原大見 思子淵神社

４. 葛川坂下 思子渕大明神

　安曇川左岸に突出した岩の頂部に３つの社が
ある。左から、思子渕大明神、愛宕神社、山の神。
山の神はアシビ谷の左岸に立地していたものを
平成に入ってから現在地に遷した。（集落のお
ばあさんのお話より）

葛川坂下 思子渕大明神

葛川坊村 志古淵神社

８. 葛川細川 シコブチ神社
　　 （八幡神社境内） 

　安曇川右岸の八幡谷を少し上がった山の斜面
に鎮座する八幡神社の境内にある。山ノ神とと
もに境内社として２つの社が並んでいる。両社
ともかつては別の場所にあったものをここに遷
されたのだろう。

葛川細川 シコブチ神社

９. 朽木小川 思子淵神社

祭神（御神体）¦ 思子淵神　
　境内は針畑川と染ヶ谷の合流点に立地してい
る。筏流しをしていた当時は神社の隣に堰堤が
造ってあり、そこで筏の乗り換えを行った。鳥
居をくぐり階段を上ると覆屋がある。中には５
つの社が置かれている。6 月 20 日の祭は田植
えを終えた頃だったので「泥落とし」と呼んで
いた。染ヶ谷の入口には山神の社がある。2015
年、国の重要文化財に指定されました。

朽木小川 思子淵神社

５. 葛川坊村 志古淵神社
     （地主神社境内）  

　地主神社創建以前は太古より安曇川の清流
等、水を司る司水神として志古淵の神が祀られ、
安曇川上流で働く筏師等の守護神として信仰が
厚かった（『葛川地主神社由来』より）。現在は
地主神社の境内社として境内後方に祀られている。

３. 久多宮の町 志古渕神社

　３本の河川が合流する場所に境内が立地して
いる。祭神は安曇川の深い淵に棲む悪魔「ガワ
タロウ」を退治した、筏師の「犬部志古淵」で
あるといわれている。「犬部」は「忌部」のこ
とであろう。この犬部志古淵の妻は、当神社の
横を流れる久多川の 600ｍほど上流に位置する
大川神社の女神であり、一年に一度だけ２人で
会えるのだといわれている。 久多宮の町 志古渕神社

６. 葛川梅ノ木 志子渕神社

祭神（御神体）¦ 大山祇神　　　　　　　　　
　寛文２年５月１日（西暦 1662 年 6 月 16 日）
の地震で東山が崩落したとき社殿が流失した。
同年８月１日に社殿再建の際、水難除の守護神・
水速女命ノ神を合祀した。文化年中（1804-18）、
梅ノ木村の誰かが四国八十八ヵ所巡拝し三嶋神
社から大山祇神を勧請し氏神とした。

　昭和 48 年 11 月９日に志子渕神社の上屋を新築した。そのとき、境内南端
の榎大明神と水神の２社を合祀した。現在９月１日に行われている八朔祭は
本来 10 月 17 日に行っていた志子渕神社の祭もかねている。また梅ノ木には
材木の川流しを職業にしている者が多く年２回の祭を志子渕神社で行った。

葛川梅ノ木 志子渕神社

７. 葛川町居 思子渕神社

　町居の集落を北に抜けると寺と墓地に行き当
たる。その奥の山の斜面に思子渕神社が鎮座し
ている。現在、周囲は杉の植林。石段の上に社
が築かれている。

11. 朽木能家 思子淵神社
      （旧境内地） 

　北川の左岸の山の斜面に旧境内と考
えられる場所がある。現在は杉の植林
地となっているが旧境内の周りの杉だ
け他よりも太い。一番太い杉の根元に
社の基壇跡と思われる石積みがある。

朽木能家 思子淵神社 ( 跡 )

12. 朽木雲洞谷家一 志故淵神社

　境内は東向きに大きく突き出して北
川を大きく屈曲させる尾根の下に立地
している。そこは小字「木戸口」とい
い家一（えべつ）集落の入口に当たる。

朽木雲洞谷家一 志故淵神社

14. 朽木岩瀬 志子淵神社

　もともとは現在の境内地よりも北側
の小字畑福（現在は田んぼ）に鎮座し
ていた。しかし寛文２年（1662）の大
洪水によって神社が流されてしまい、
現在の場所に遷したと伝えられてい
る。境内には岩神社を合祀している。

朽木岩瀬 志子淵神社

15. 朽木宮前坊 思子渕大明神
　　　（邇々杵神社境内社）  

　宮前坊の邇々杵神社の境内に思子渕
大明神の社がある。邇々杵神社（にに
ぎじんじゃ）は平安時代の初期に滋賀
郡坂本村の日吉十禅師を勧請したもの
である。

邇々杵神社

16. 安曇川中野 思子淵神社

　社伝では建武元年（1334 年）に勧
請されたとある。安曇川流域に点在す
るシコブチ神社の中で最も下流に位置
する。中野から下流には、筏流しにとっ
て特に危険な場所がない、ということ
と関係しているかもしれない。2017
年 10 月の台風で参道の木々が倒壊し、
鳥居が損傷しました。 安曇川中野 思子淵神社

17. 葛川金山淵付近 シコブチ平
      （神社跡）  

　針畑大橋のまんなかの橋脚の位置に
シコブチ神社があったとされる伝承が
ある。地名としてシコブチ平という名
称が残っている。

シコブチ平

18. 葛川細川、朽木栃生 思子淵講 

　朽木栃生の小字、右渕（にぎりぶち）
では毎年１月上旬、思子淵講が行われ
る。現在では「お日待ち講」など５つ
の講と同時に行われている。持ち回り
講であり、当番の家に集まり５つの祠
を並べて鏡餅をお供えして拝み、御下
がりをいただく行事である。

思子淵神社 掛軸

10. 朽木平良 思子淵神社

祭神（御神体）¦ 思子淵神　　
　境内は針畑川の左岸にあり平良谷口
のすぐ下手に立地している。平良谷口
は山から伐り出した木を一旦集積し、
筏にして川に流す作業を行う「ドバ」
であり、平良の共有地として利用され
てきた。覆屋の中には３つの社がおか
れている。左から山ノ神、思子淵神社、
十禅師社。

朽木平良 思子淵神社

13. 朽木雲洞谷犬丸 シコブチ神社

　犬丸集落には上と下にそれぞれ小さ
な社があり、下の社がシコブチ神社で
ある。西から東へ大きく突き出た山の
尾根の下に社がおかれている。傍には
杉の木があり注連縄がまかれている。

朽木雲洞谷犬丸 シコブチ神社
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葛川町居 思子渕神社

講

「七思子淵（ななしこぶち）」

「七思子淵」以外のシコブチ神社

（朽木村史に掲載されているもの）

本事業により新たに確認された

シコブチ神社

安曇川水系のシコブチ神社（神社跡・講） 

船木付近筏流し風景 ( 撮影：石井田勘二氏）

　安曇川沿いには「シコブチ」という名前の付く神社が 15 社、
神社跡が２社、そして講が２つあります。「シコブチ」は、思
子淵、志子淵など色々な漢字が当てられていますが、本来「シ
コ」は「恐ろしい・醜い」、「ブチ」は川の屈曲部や淵。つまり、
川の流れが安定しない、危ない場所を意味しています。この
恐ろしい「シコブチ」が名前に付く神社ですが、実は安曇川
の筏流しを見守る神さまがおられ危険を伴う筏流しが無事に
山から河口までたどり着くように、その安全な航行を見守っ
て下さっていたといわれています。

　これらの神社は安曇川の源流の１つである大原大見から一
番下流は安曇川町中野まで、安曇川流域山間部に分布してい
ます。それはまさに筏乗り（筏師）にとって、河川を下ると
きの難所が多かったところ。そんな地域のあちこちで筏乗り
を見守っていたシコブチの神さまは、同時に材木流通の守護
神ともいえるでしょう。筏流しは滋賀県内外の多くの河川で
も見られましたが、その筏流し・木材流通を守護するとされ
る神社がこのように多く分布している例は安曇川流域の他に
はありません。

　また、このシコブチ神社の立地にも面白い特徴がみられま
す。大川（針畑川や安曇川本流などの大きな川）と谷川の合
流点に設けられたドバ（またはコバ）と呼ばれる木材加工の
作業場など、筏流しや山仕事に関わる場所の近くに鎮座して
いる場合が多くみられるのです。安曇川を抱く山々で育った
木々は、シコブチの神々に見守られながら筏となって川を流
れて運ばれる、まさに神さまに見守られた木材であるといえ
るのです。

神さまに見守られた木材
―シコブチ神と筏流し―

Guide Map
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シコブチ神社＆文化財めぐり


